
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会体育の充実

基本事業名 スポーツ・レクリエーションの振興

事業名 全国離島交流中学生野球大会参画事業 総事業費 2,135 千円

事業の意図 郷土に誇りを持つことができる。

事業の実績

と

成果

取組内容
離島中学生野球大会に参加する中学生が一堂に集まり、交流親善試合を行った。また、「ま

さかりドリームス」による野球教室に参加し、離島の中学生と交流を図った。

成　果 交流親善試合及び野球教室を通じて、全国離島中学生との交流を深めることができた。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

種子島1市2町それぞれがチームを編成して出場しているが、今後合同チームでの参加について検討

する必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

離島同士の中学生が一堂に会し交流することで、その“絆”は強く結ばれる。離島甲子園を通して、

新たな人間形成や健全な青少年の育成を促進していきたい。今後の課題としては、チームの編成や

出場の在り方など検討していくこととしたい。

2020年度方向性
・新たな人間形成や健全な青少年の育成を促進する。

・チームの編成や出場の在り方など検討する。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会体育の充実

基本事業名 スポーツ・レクリエーションの振興

事業名 スポーツ交流合宿誘致事業 総事業費 578 千円

事業の意図
島外の中学生・高校生・大学生・実業団チームとの交流をすることで、スポーツの技術力向上を図ること

ができる。

事業の実績

と

成果

取組内容

県内の女子バレーボールの強豪高校をメインターゲットとして、誘致活動を行った(訪問3

校、電話3校）。

中・高校の陸上競技、サッカー等の誘致。

成　果 今年度新規で、中学校の陸上競技、高校の女子バレーボールが合宿を行った。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
種子島までの交通費及び競技場と宿泊先間の交通手段の確保又は助成をする必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

　指標評価の目標値を下回る結果となった。その一因として、夏季合宿が天候不良（台風の影響）

によって中止になったことが挙げられる。

島外の学生たちとスポーツ交流をすることで、地元の子どもたちにとっては大きな刺激を受けると

ともに、それが引いては技術力の向上にもつながると考えている。

　これまでの懸案事項であった合宿団体の移動手段については、令和２年度から交通費として一部

助成することとした。また併せて、積極的な合宿誘致の取組として、各学校等に対し直接出向いて

誘致活動を行うこととしている。

2020年度方向性
・交通費の一部助成を実施する。

・積極的な合宿誘致活動を行う。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会体育の充実

基本事業名 スポーツ・レクリエーションの振興

事業名 市民体育祭開催事業 総事業費 319 千円

事業の意図 心身ともに健康でゆとりある生活を送ることができる。

事業の実績

と

成果

取組内容 幼児から高齢者まで参加できるプログラムで実施した。

成　果 幅広い年齢層の方に参加してもらい、市民総参加の体育祭を実施することができた。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
少子高齢化により、参加できない校区が出てきている。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

0

2020年度方向性 ・小規模校区が参加しやすいよう、競技内容の見直しを行う。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明


